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第 6 回「今後の難病対策」関西勉強会 

難病対策に関する最近の主な情勢について 

１、高額療養費制度の見なおしの議論を始まる 

  第 38 回社会保険審議会医療保険部会が開催され、医療費の自己負担に上限

を設ける高額療養費制度を見なおす議論が始まりました。 

がんや難病などで長期に高額の医療費を払い続けている患者の救済が目的で、

上限の引き下げが焦点となる。同部会では、年内にも結論をまとめる予定を

しています。 

 

２、総合福祉部会で新法にむけての議論が始まる 

7 月 27 日、内閣府障がい者制度改革推進会議第 5 回総合福祉部会が厚生

労働省で開催され、いよいよ新法（障害者総合福祉法）にむけての議論が始

まりました。 

今後のスケジュール 

2011年 障害者基本法の抜本改正・制度改革の推進体制等に関する法案の提出 

2012年 障害者総合福祉法案（仮称）の提出 → 2013 年 8 月までの施行 

201 2013 年 

 

障害者差別禁止法案（仮称）の提出 

（改革の推進に必要な他の関係の一括整備法案も検討） 

 

３、その他 

 ・6 月 22 日、「地域主権戦略大綱」が閣議決定された 

  地域主権改革で難病対策はどう変わるのだろう？ 
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最近の難病対策に関る動き 

2010 年 

6 月 20 日 

第 5 回「今後の難病対策」関西勉強会の開催 

〈場所〉 大阪府保険医協会 

〈テーマ〉 「診療報酬制度について」 

      講師 大阪府保険医協会事務局の奥村慶雄氏 

 

6 月 22 日 

第 4 回「障がい者制度改革推進会議総合福祉部会の開催」 

議題 

（1）障がい者総合福祉法（仮称）制定に向けた論点整理 

 

6 月 28 日 

第 15 回「障がい者制度改革推進会議」の開催 

議題 

(1)第一次意見に関する結果報告について  

(2)今後検討すべき議題とスケジュールについて  

(3)その他 

 

6 月 29 日 

第 2 回障がい者制度改革推進本部の開催 

障がい者制度改革推進本部が 6 月 29 日に開催され、「障害者制度改革

の推進のための基本的な方向について」が閣議決定された。 

障害者が健常者と同じ権利を有するとの規定を現行法より強く打ち出

す障害者基本法改正案について、１１年の通常国会に提出することを盛

り込みました。また、障害者権利条約の批准に向け差別の禁止を強調し、

改革の工程を明示している。 

一方、閣議決定された「基本的な方向」は、障がい者制度改革推進会議

でまとめられた第 1 次意見をもとに作成されたものですが、第 1 次意

見の内容が十分に反映されたかどうか、私たちとしても内容を精査する

必要がありそうだ。 

  

7 月 12 日 

第 16 回「障がい者制度改革推進会議」の開催 

議題 

（1）有識者ヒアリング 

    司法へのアクセスについて 

    虐待防止について 

  児童の権利に関する条約に基づき日本から提出された報告の 

審査について 

（2）障害のある女性について  

（3）その他 
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7 月 14 日 

第 38 回社会保険審議会医療保険部会の開催 

医療費の自己負担に上限を設ける高額療養費制度を見なおす議論を始

めた。 

がんや難病などで長期に高額の医療費を払い続けている患者の救済が

目的で、上限の引き下げが焦点となる。同部会では、年内にも結論をま

とめる予定をしている。 

 

7 月 24 日 

第 16 回「今後の難病対策」勉強会の開催 

日時 ２０１０年７月２４日（土）午後１時３０分～４時４５分 

〈会場〉 スマイルなかの４Ｆ（中野区社会福祉協議会多目的室） 

     東京都中野区中野 5-68-7 

〈テーマ〉 「民間医療保険 入れば安心なの？」 

～どうなる国民皆保険・高額療養費制度、患者の医療費負担を考える～ 

 ゲスト講師 内藤眞弓さん  

（日本の医療を守る市民の会主宰、ファイナンシャル・プランナー） 

 

 

7 月 26 日 

第 17 回「障がい者制度改革推進会議」の開催 

議題 

（1）意見交換等 

    文部科学省 

    教育関係団体 

（2）その他 

  

7 月 27 日 

第 5 回「障がい者制度改革推進会議総合福祉部会の開催」 

今回から、いよいよ新法にむけての議論が始まりました。 

議題 

（1）「障害者総合福祉法」（仮称）の論点について（法の理念・目的・

範囲、障害の範囲、「選択と決定」（支給決定）） 

 

8 月 9 日 

第 18 回「障がい者制度改革推進会議」の開催 

議題 

(1)今後の推進会議の進め方等  

(2)その他 

 

8 月 10 日 

日本難病・疾病団体協議会が「第 6 回総合福祉部会」に意見書を提出 

日本難病・疾病団体協議会（ＪＰＡ）は、第６回総合福祉部会（8 月

31 日開催）にむけて、加盟組織からの意見も反映させた意見を、野原

委員意見として事務局（厚生労働省障害保健福祉部企画課）に提出しま

した。 

 



厚労省が高額療養費制度見直し検討 上限引き下げ焦点 

2010 年 7 月 15 日   提供：毎日新聞社  

高額療養費制度：厚労省が見直し検討 上限引き下げ焦点 

 厚生労働省の社会保障審議会医療保険部会は１４日、患者の自己負担に一定の

上限額を設ける国の高額療養費制度を見直す議論を始めた。がんや難病など長期

にわたって多額の医療費を自己負担する患者らの救済につながる上限額の引き下

げが焦点で、年内にも結論をまとめる。 

 高額療養費制度は、患者負担軽減のため各月の自己負担の上限額を超える分に

ついて、健康保険組合などから払い戻される国の制度。所得区分で、各保険者への

加入者数が最も多い７０歳未満の「一般所得」の場合、自己負担の上限額は月８万

円超。過去１２カ月間に３回以上支給されると、４回目から負担は月４万４４００円にな

る。 

 この日の議論で、委員から「（景気悪化で）給与がますます下がっている。所得が低

い人の自己負担を下げる検討をしてはどうか」「高額療養費制度を知らない人がい

る」と改善を求める一方、「（自己負担の引き下げなどに伴う）必要な財源をどう負担

すべきか」との意見が出た。 

 高額医療問題を巡っては、昨年夏から今年にかけて、慢性骨髄性白血病など長期

慢性疾病の患者らが医療費の自己負担の軽減を求める要望書を国に提出。患者ら

の負担に関する実態調査などを受け、長妻昭厚労相も今年の国会で制度の見直しに

ついて「遅くとも年度内に検討する」と言及していた。【河内敏康】 

 










